
第 35回定期研究会

『TECUM数理教育セミナー』

日時：2026年 8月 23日（日） 10:00-17:00

場所：日本大学文理学部キャンパス本館 5階 05110教室 & Zoomによる実時間配信
事務局：TECUM機関誌委員会（secretariat@flexcool.net）

第一部　研究会

1. 10:00–10:30 – 自己紹介 & 近況報告 –

2. 10:30–11:15 『いまさら聞けない「凸解析」』 藤田 怜大郎（茗溪学園中学校高等学校）

3. 11:15–12:00 『いまさら聞けない「漸近線」
– 「曲線上の無限遠点における接線」としての漸近線』

松並 奏史（TECUM理事）

4. 12:00–13:00 – 昼食休憩 –

5. 13:00–13:15 – （午後から参加の方の）自己紹介 & 近況報告 –

6. 13:15–13:45 『図形と極限，この一問！』 及川 久遠（四天王寺大学）

7. 13:45–14:30 『いまさら聞けない「高校物理」 – 遠心力編』
谷田部 篤雄（茗溪学園中学校高等学校）

8. 14:30–14:45 – 休憩 –

9. 14:45–15:45 『いまさら聞けない「『役に立つ教育』とは何か」
– 異文化受容史的観点からの試論 –』

石渡 通徳（大阪大学大学院基礎工学研究科）

10. 15:45–16:45 『数学教育と数学史 (00/N)

「魔法の杖」を「入手」するために踏まえておくべき論理的な前提である
責任ある覚悟・辛い努力・重い叡智 (1) ― 史的な視点の意義について』

長岡 亮介（TECUM理事長）

11. 16:45–17:00 – 次回の予定 –


